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１．はじめに 

下水処理施設はコンクリートや金属の腐食・短命化、異臭騒動、さらには維持管理担当者の健康障害とい

った問題を抱えている。その主な原因は硫化水素によるもので、このガスの発生抑制は下水処理施設の大き

な課題の一つとされている。硫化水素の発生は下水中に硫酸塩還元菌が存在することに大きく起因しており、

この硫酸塩還元菌の活動および硫化水素のガス化はアルカリ性条件下で抑制されると考えられている。 

本研究では、取り扱合いが容易で、環境への負荷の少ない水酸化マグネシウム(Mg(OH)2)による下水におけ

る硫化水素に対する化学的考察を行い、硫化水素の生成抑制を試みた。 

２．実験方法 

本研究では実験装置として、2 基の 100 リットルポリタンクを用いた。これらのタンクへ最初沈澱池に流

入する直前の下水約 100 リットルをそれぞれに入れた。これらを約 2 週間静置した後、1 基のタンクにスラ

リー状の水酸化マグネシウムを Mg(OH)2として 800g を添加し、もう 1 基のタンクは水酸化マグネシウムを

添加しない系とした。測定期間は 3 か月とし、その間 10～17 日間

隔で、気相中の硫化水素濃度および水質の経日変化を見ることと

した。ここで各日の水質測定項目を COD、アンモニア態窒素

(NH4-N)、亜硝酸態窒素(NO2-N)、硝酸態窒素(NO3-N)、オルトリン

酸( PO4-P)、硫化物イオン(S
2-

)、硫酸イオン(SO4
2-

)とした。 

気相中硫化水素および硫化物イオンは検知管を用いて測定した。

COD は JIS 工場排水試験法(K0102)に従い分析した。アンモニア

態窒素はパックテストを用いて測定した。亜硝酸態窒素および硝

酸態窒素、オルトリン酸、硫酸イオンは吸光光度計(HACH 

DREL/2400)を用いて測定した。 

３．結果および考察 

試料の下水は一般的な家庭排水で、CODMnは 97.0mg/l、NH4-N は 40mg/l、NO2-N は 0.051mg/l、NO3-N は

3.5mg/l、PO4-P は 0.52mg/l であった。 

水酸化マグネシウムを添加していない系を Run7、水酸化マグネシウムを添加した系を Run12 とし、硫化

水素濃度と pH の経時変化を図 2 に示す。 

硫化水素は、次式に示すように硫酸塩還元菌が下水中の硫酸イオンを還元し、生成される。 

 SO4
2− + 2C + 2H2O → 2HCO3− + H2S       (1) 

Run7 は実験開始時の硫化水素ガス濃度が 40ppm、34 日目には 160ppm まで上昇した。これに対し、水酸化

マグネシウムを添加した Run12 は初期濃度が 120ppm であったが、水酸化マグネシウム散布後は硫化水素ガ

ス濃度が大幅に減少し、実験終了時までほぼ 0ppm であったことが図 1 より確認できる。この Run12 の硫化

水素ガスの減少は次に示す 3 つの要因が考えられる。 

図 1. 実験装置 
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第 1 要因として、水酸化マグネシウムの添加による

pH の上昇が 考えられる。図 1 より、Run12 は pH の

上昇とともに硫化水素濃度が減少していることが確認

できる。このことから硫化水素は pH レベルによって

形態が変化し、次式に示すように酸性から中性条件下

では気体の H2S となり、アルカリ性条件下においては

溶存態の硫化化合物になっていると考えられる。 

 H2S ←→  H+ + HS−   (2) 

 HS− ←→ H+ + S2−     (3) 

安藤 1)、知花 2)らも硫化水素の濃度変化に関する実験

を行っており、本実験と同様の現象を確認している。 

第 2 要因として、水酸化マグネシムと硫化物イオン

の化学反応が考えられる。硫化物イオン濃度と pH の

経日変化を図 3 に示す。水酸化マグネシウムは液中で

マグネシウムイオンと水酸化物イオンに電離し、下水

中の硫化物イオンと次式の反応を起こし硫化マグネシ

ウムとなるため、硫化物イオンが硫化水素ガスへ変化

するのを抑制すると考えられる。 

 Mg OH 2
←
→Mg2+ + 2OH−  (4) 

 Mg2+ + S2− → MgS  (5) 

この反応は図 2 に示すように、Run12 が Run7 よりア

ルカリ性条件下にもかかわらず硫化物イオンが減少傾

向であることから推測できる。 

第 3 要因としては、(4)式と同様に電離した水酸化マ

グネシウムと硫酸イオンとが反応し、次式に示すよう

に硫酸マグネシウムが生成されたことが考えられる。 

 Mg2+ + SO4
2− → MgSO4         (6) 

この反応により、下水中の硫酸イオンが硫酸マグネシウムとして固定され、(1)式の反応が起きなくなり、硫

化水素ガスの発生が抑制されたと考えられる。 

４．まとめ 

1) 水酸化マグネシウムの添加は、下水の水質をアルカリ性領域に保たれることを明らかにした。その結果

下水における硫化水素ガスの発生が抑制されることを明らかにした。 

2) 水酸化マグネシウムの硫化水素抑制効果には安定的な長期にわたる持続性があることを明らかにした。 
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図 2. pH と H2S の経時変化 

図 3. pH と S
2-の経時変化 
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